様式第２号(第５条関係)

緊急通報システム利用承諾書
　
記
１　本事業実施に当たり、市が収集した情報を受信センター、消防本部等の関係機関に提供すること。
２　緊急通報により出動した救急隊員、協力員、民生委員、市の職員等の関係者が住居に到着した際、安否確認のため許可なく住居に立ち入ること。
３　前項の場合において、安否確認のため施錠設備等建物の一部を破壊する場合があること。
４　前項に規定する破壊により必要となった復旧、修繕等は、申請者の負担において行うこと。
５　申請者は、自己の過失により、装置を紛失若しくは滅失したとき又は装置に損傷を加えたときには、その修理等に必要な実費を負担すること。
６　緊急通報装置維持のため、機種変更等をする場合があること。
７　緊急通報装置の貸与を受けた場合において、転出その他の理由により、当該緊急通報装置が不要になったときは、市へ連絡の上、速やかに装置一式を返還すること。
８　利用負担金の支払を滞納した場合には、システム利用決定が取り消されることがあること。
９　緊急通報システムは、ＮＴＴアナログ電話回線専用機器として設計された装置であるため、それ以外の電話回線で利用した場合、通常の利用ができないことがあること。
１０　ＮＴＴアナログ回線以外の回線を使用することにより、緊急通報システムの利用に際し不具合が生じた場合に、市及び委託事業者に対して一切の責任を問わないこと。
１１　携帯型端末を使用し、以下の条件で不利益が生じた場合、市及び委託事業者に対して一切の責任を問わないこと。
（１）携帯型端末の利用圏外、及び電波受信状態が悪い場所においての通報不達及び会話不能状態
（２）携帯型端末の未充電による受信センターへの通報不達
（３）利用者の責による携帯端末の故障が原因とされる受信センターへの通報不達
（４）利用登録票に記載した住所以外で救急車、駆け付けサービスを要請した場合
柳川市長　　様
　私は、緊急通報システムの利用を申請するに当たり、上記の事項を承諾します。
年　　月　　日　
申請者　 　住所　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　
